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利用手段
目的

利用回数

(年間)

無 有 ー ー 予約型 福祉セ以外 3,000回
8000回÷647回×354回＝4377回

4377回÷106人×74人＝3055回

金バス74人・支線25人・両方7人より按分

有 ー ー 予約型 福祉セ以外 ０回 有 ー ー 予約型 福祉セ以外 3,000回

新規 4,500回
1450万円（事業費）×5％（収支目標）÷160円

（初乗りで想定）＝4531回
新規 4,500回 新規 4,500回

センター 福祉セ 3,500回
9000回÷764回×456回＝5371回

5371回×32人/53人＝3242回

センターバス利用53人中32人支線交通のみの利用想定

センター 福祉セ ０回 センター 福祉セ 0回

予約型 福祉セ 500回
8000回÷647回×79回＝976回

976回×23/33人＝680回

支線利用想定23人、基幹含む利用想定10人

予約型 福祉セ ０回 予約型 福祉セ 0回

予約型 福祉セ以外 1,000回
8000回÷647回×354回＝4377回

4377回÷106人×25人＝1032回

金バス74人・支線25人・両方7人より按分

予約型 福祉セ以外 ０回 予約型 福祉セ以外 1,000回

センター 福祉セ 2,000回
5371回×21人/53人＝2128回

センターバス利用53人中21人基幹利用想定
センター 福祉セ 0回 センター 福祉セ 0回

予約型 福祉セ 500回
976回×10人/33人＝296回

支線利用想定23人、基幹含む利用想定10人
予約型 福祉セ 0回 予約型 福祉セ 0回

予約型 福祉セ以外 500回
8000回÷647回×354回＝4377回

4377回÷106人×7人＝289回

金バス74人・支線25人・両方7人より按分

予約型 福祉セ以外 ０回 予約型 福祉セ以外 500回

12,500回 4,500回 6,000回

有 300万円 350円 9,000回 無 0円 ー ー ー ― 有 300万円 350円 ー ー 9,000回 有 300万円 300円 ー ー 10,000回

有 700万円 900円 8,000回 無 0円 ー ー ー ― 有 700万円 900円 ー ー 8,000回 無 0円 ー ー ー ー

5,500回 9000回÷764回×456回＝5371回 0回 0回

2,000回 5371回×21人/53人＝2128回 0回 0回

1,000回 8000回÷647回×79回＝976回 0回 0回

500回 976回×10人/33人＝296回 0回 0回

無 有 250万円 ー ー ー ― 有 250万円 ー ー ー ― 有 250万円 ー ー ー ―

無 有 50万円 1,000円 予約型 福祉セ以外 500回 8000回÷647回×35回＝432回 無 0円 ― 予約型 福祉セ以外 ― 有 50万円 1,000円 予約型 福祉セ以外 500回

センター 福祉セ 3,500回 9000回÷764回×308回＝3628回 センター 福祉セ ― センター 福祉セ ０回

予約型 福祉セ 2,000回 8000回÷647回×179回＝2213回 予約型 福祉セ ― 予約型 福祉セ 2,000回

200万円 70万円 100万円

200万円 70万円 100万円

【事業費から見た収入割合】

5.2％

【収入】

100万円

支線交通小計

事業費小計

70歳以上お出かけ支援制度事業費

（　）は65歳以上にした場合

福祉センター利用者

支援制度
無 170円150万円有

予約型乗合ワゴン

基幹交通・支線交通

（利用回数のみ）

1,550万円

―0円

0円無

250円50万円

有

現行の利用手段・目的・利用想定人数

予約型：予約型乗合ワゴン

センター：総合福祉センターバス

福祉セ：総合福祉センター

現行の利用手段・目的・利用想定人数

予約型：予約型乗合ワゴン

センター：総合福祉センターバス

福祉セ：総合福祉センター有無
事業費

（年間）

コスト

イメージ

（1回当り）

収益目標

【運賃160円】
有無

事業費

（年間）

コスト

イメージ

（1回当り）

収益目標

【運賃160円】
有無

事業費

（年間）

コスト

イメージ

（1回当り）

収益目標

【運賃160円】

無

有無
事業費

（年間）

無

乗換運賃補助

地域支え合い型

移動サービス（強化）

ー

【事業費から見た収入割合】

4.5％

【収入】70万円

再編案と総合福祉センターバス・予約型乗合ワゴンを存続させた場合の比較表（予約型乗合ワゴン・福祉センターバス利用者）

現　　行 　　　　支線交通・福祉センター送迎バス・予約型乗合ワゴン

現行の利用手段・目的・利用想定人数

予約型：予約型乗合ワゴン

センター：総合福祉センターバス

福祉セ：総合福祉センター

再　編（案）

有

コスト

イメージ

（1回当り）

利用人数

（年間・延べ）

　　　　支線交通･福祉センター送迎バス

計算式

2,600円1,550万円有 1,450万円 1,200円

福祉センター送迎バス

基幹交通（金剛バス）

福祉セ

【事業費から見た収入割合】

13.8％

【収入】

200万円

0円 ー

支線交通（実証運行） 無 3,400円

サロン送迎事業 100円50万円有無

事業費合計

（　）はお出かけ65歳以上の合計

予約型乗合ワゴンの総利用回数・・・647回　予約型乗合ワゴン利用者のうち、総合福祉センター利用で公共交通利用可能者の利用回数・・・79回　予約型乗合ワゴン利用者のうち、総合福祉センター以外の利用で公共交通利用可能者の利用回数・・・354回
予約型乗合ワゴン利用者のうち、総合福祉センター利用で公共交通利用困難者の利用回数・・・179回　予約型乗合ワゴン利用者のうち、総合福祉センター以外の利用で公共交通利用困難者の利用回数・・・35回
総合福祉センターバスの総利用回数・・・764回　総合福祉センターバス利用者のうち、公共交通利用可能者の利用回数・・・456回　総合福祉センターバス利用者のうち、公共交通利用困難者の利用回数・・・308回
※全て、平成31年3月の１か月の利用回数、利用回数を按分するために使用。

福祉セ

福祉セ

予約型

1,000万円

1,950万円

650万円（900万円）

2,600万円（2,850万円）

2,800万円

650万円（900万円）

3,450万円（3,700万円）

2,200万円

650万円（900万円）

2,850万円（3,100万円）

センター 福祉セ

予約型 福祉セ

センター

予約型

福祉セ センター

有

再 編（案） 支線交通・福祉センター送迎バス・予約型乗合ワゴン 支線交通･福祉センター送迎バス
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